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【中学校での生活について】

＜登校、朝の読書・学習タイム＞

・制服で登校する。（朝練や休日の部活動は運動着登校を認める。）

・通学用カバン（黒カバン）は、背負うか自転車の荷台にひもで結んで登校する。

・自転車は、鍵をかけ、ハンドルを左に向けてスタンドをラインに合わせる。

・ヘルメットは、自転車の荷台にあごひもでくくりつける。

・７時５５分までにあいさつ門を通過して、８時には教室に入る。

・カバン、サブバッグをロッカーに入れ、読書（学習）の準備をする。

・教室に保管してある名札をつける。

・８時５分には読書（学習）を開始する。（自分の席で、話さずに静かに行う。）

・８時５分には、防犯上生徒昇降口を施錠します。遅れてくる場合は、２階職員玄関か

ら入り、職員室にいる先生に報告する。

＜授業＞

・チャイム起立。机の左側に立ち、ていねいな礼をして、大きな声で「お願いします」。

・学用品の貸し借りは認めていません。忘れ物をしないことが大切。

・授業中は教室から出ない。特に、特別教室等から教室に忘れ物を取りに行くことは認

めていません。

・授業中は、原則として制服。ただし、体育、技術家庭、美術、書写などは、教科担任

の指示により体操着で受けることがある。

・午後の授業は、清掃等も考えて体操着で授業を受けることができる。

・下校は、制服でも体育着でもよい。交通ルールを守って、ゆずり合いながら安全に下

校する。

＜給食＞

・給食当番は、手洗い後に廊下に整列して、身支度チェックを受ける。

・給食当番以外の生徒は、４校時終了１０分後には教室で着席し配膳を待つ。

・グループを作り、テーブルクロスを用意して待つ。

＜教室での過ごし方＞

・清掃時以外は、ベランダに出ることは禁止です。

・自分のクラス以外の教室に、無断で入ってはいけません。

・他学年のフロアには､行かないようにする。用があるときには、その旨を先生に告げ

る。
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＜廊下での過ごし方＞

・走ったり、ふざけたり、奇声を上げたりしないで、落ち着いた生活を心がける。

・ガラス、壁、掲示物を破損しないように気を付ける。

・体育館への出入りは、１階通路を利用する。

＜清掃＞

・１５分間を無言で行う。

・体育時の服装で、頭おおい（バンダナや手ぬぐい）をかぶって行う。

＜部活動＞

・帰りの会が終了後、速やかに活動場所に行く。

・完全下校１５分前には後かたづけをして、あいさつをする。

＜保健室の利用＞

・体調の相談に行けるのは、休み時間のみで、次の授業に遅れないようにする。

・体調が悪く保健室を利用する場合は、利用カードに記入して、必ず学級担任と教科担

任のサインをもらう。

・保健室の利用は１時間だけで、１時間休んでも良くならない場合は早退になります。

・早退の場合は、保護者に連絡をとってから早退になります。

＜職員室への出入り＞

・手荷物やウィンドブレーカーは、邪魔にならないように、廊下にきちんと置いて入室

する。

・生徒は、東側の出入り口のみを利用する。

・入るときには、「失礼します。○○先生に用事があって来ました。」「失礼します。○

○委員会で鍵を取りに来ました。」とはっきり言って入室する。

・何かを置いていったり、持っていくときには、近くの先生に言ってから行う。

・用事が済んだら、すみやかに退出する。退出するときには、「失礼しました。」とは

っきり言う。

＜図書室の利用＞

・読書をする生徒、図書を借りたり返却する生徒のみ入室し

する。

・入室は、上履きを脱いで、ロッカーに入れる。

・図書は丁寧に扱う。
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【中学校でのきまりについて】

＜服装等について＞

１ 制服について

＜男子＞

(1) 上衣は、夏はワイシャツ、冬は詰め襟の標準制服を着用し、ズボンはタックの

ないストレートのズボンを着用する。

(2) ベルトは、黒またはこげ茶で模様のないものを使用し、腰骨より上で締める。

(3) ズボンのすそが、床に触れない長さのものを着用する。

(4) 制服の上着のすそ、袖(そで)などを(わざと)短く加工しない。

標準型のズボンでも体型に合わない大きなサイズのものは着用しない。

＜女子＞

(1) 上衣は、夏はワイシャツ、冬はセーラー服を着用し、セーラー服には必ず白の

スカーフをつける。

(2) スカートは、膝頭の下部が見えないくらいの長さのものを着用する。

(3) ストッキング（タイツ）は、黒または肌色で、60～ 80デニールとする。

２ 体操着について

(1) 体格に合った大きさのものを着用する。

(2) 青ジャージのズボン・クォーターパンツのひもは、腰骨の上で結ぶ。

(3) 青ジャージのすそのラインが見えるようにはく。

３ 下着について

(1) 男女とも下着を必ず着用し、上衣は白のみとする。

(2) 女子は、白のタンクトップまたはキャミソールを着用する。

４ 運動靴・上履き・靴下について

(1) 運動靴は白色一色のものを着用する。かかとに記名する。

(2) 上履きは、つま先とかかとに記名する。

(3) 上履きや運動靴のかかとはつぶさないで履(は)く。

(4) 靴下は、白の無地または白のワンポイントとし、長さはくるぶしが隠れるもの

で、膝下までのものとする。
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＜頭髪について＞

１ 髪の長さについて

〔男子〕

前 髪…手で押さえても目にかからない。

横 髪…耳にかからないように。もみあげは、耳たぶの下に出ない。

後ろ髪…襟にかからない。

〔女子〕

前髪…目にかからない。ほおにかかる場合は、ヘアピンでとめるか切る。

横髪・後ろ髪…肩にふれるようになったら、ゴムひもで結ぶか切る。

ゴムひもの色は、目立たない黒・紺・こげ茶のいずれかを使用する。

縛る場合は、耳の高さより下に結び目がくるようにする。

２ 髪型等について

〔男女共通〕

(1) 染色、脱色、パーマ等による頭髪の加工を禁止します。

(2) ドライヤーやヘアアイロン等により髪型を変えることを禁止します。

〔男子〕

(1) ツーブロック・左右非対称カット・オールバック・そり込み（ライン）・モヒ

カンなどの中学生としてふさわしくない髪型は禁止します。

(2) ワックス・スプレー等の整髪料の使用を禁止します。

〔女子〕

(1) カール等の髪の加工、奇抜な髪型は禁止します。

(2) 髪留めは、飾りのない一般的なヘアピンを使用する。


